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事業別戦略 ー 航空・宇宙・防衛事業
社会インフラ

第七次中期経営計画における事業方針

■  第七次中期経営計画における戦略

■  主な搭載事例

熱電池の増産対応および第八次中期経営計画の増産予定の製品に向けた生産能力増強や
生産・検査体制の構築などを推進し、確実な投資回収と持続的成長の基盤構築を実現する。

■  業績推移 ■  ポジション
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第六次中期経営計画を振り返っての成果と課題を教えてください。
　第六次中期経営計画は、増収増益で計画値を上回って着地しました。背景に
は、特殊電池の売上の増加、材料高騰を受けた売価転嫁、海外向けの衛星用電
池や航空機用電池における円安効果があります。一方で、熱電池は開発品種の
増加により、開発完了が後ろ倒しとなったことは課題として認識しています。

第七次中期経営計画の注力領域の方針を教えてください。
　第七次中期経営計画での大きな変化は、「航空・宇宙・防衛セグメント」として
独立したことであり、ＧＳユアサグループの成長における当事業の責務の高ま
りを認識しています。この期間は、当事業の成長を支える基盤を構築するため
の期間と位置付けています。特に防衛関連の需要拡大に応えるために、防衛用
途向けの熱電池の増産に対応する生産・検査の体制構築が最重要課題と認識
しています。熱電池の開発と量産ができる国内唯一のメーカーとして自負して
おり、製造設備や検査装置のタイムリーな導入、顧客との情報交換の強化によ
る需要予測の精度向上、体制強化に取り組むことで商機逸失リスク低減と競争
優位性向上を図ります。また、第八次中期経営計画に見込まれる新型潜水艦用
LiBの増産に向け、生産能力増強の準備も同時に進めます。

Vision 2035達成に向けた中長期の考えを教えてください。
　Vision 2035を作成した時点から取り巻く環境は大きく変化し、業績はさらに伸長するものと予想しています。特に拡大し
ている防衛需要への対応に加え、航空・宇宙分野でも新たな開発に取り組む予定です。開発と量産のサイクルを確実に回し、
企業価値の最大化を目指します。

● 防衛用途の特殊電池の増産体制構築
● 次世代潜水艦用リチウムイオン電池の開発および
　量産準備・生産能力増強

● 航空機用リチウムイオン電池の増産および新規提案に向けた対応
● 衛星用リチウムイオン電池の拡販
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■ 国内唯一の特殊な環境で使用される電池のメーカー
■ 新しい社会インフラへの採用を勝ち取っていける高い技術力と信頼性

■ 防衛関連市場の拡大
■ 宇宙など新規市場の拡大

■ 開発難易度上昇によるコスト高
■ 社会的責任の増加
■ 地政学リスクによるリチウムイオン電池部材の安定調達への懸念
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防衛用（潜水艦用）
国内唯一の潜水艦用電池メーカー

宇宙用
軌道上に打ち上げた衛星に
搭載された電池容量は世界トップ

航空機用
世界初の民間旅客機用リチウム
イオン電池を開発・供給

ISS（国際宇宙ステーション） H3ロケット 準天頂衛星「みちびき6号機」
出典：内閣府 みちびきウェブサイト

温室効果ガス・水循環観測技術衛星
GOSAT-GW

Boeing 787 有人潜水調査船「しんかい6500」

X線分光撮像衛星XRISM

そうりゅう型潜水艦
©JAXA

©JAXA

（提供：海上自衛隊殿）

©JAXA

©JAMSTEC

©JAXA/NASA

※2022～2025年度までの実績は、航空・宇宙・防衛事業にその他事業を包含した値を記載しています。

リスク

価値創造に向けた「事業戦略および基盤戦略」 価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」


